
平 成 ２ １ 年 ８ 月 ４ 日
国土交通省中部地方整備局
国土交通省中部運輸局

お 知 ら せ

１．件 名 ：「中部圏広域地方計画」、｢中部ブロックの社会資本の重点整備方針」
及び「新まんなかビジョン」の策定について

２．概 要 ： 本日（平成２１年８月４日）、「中部圏広域地方計画」及び「中部ブロックの社会
資本の重点整備方針」が国土交通大臣の決定を受け、策定されたのでお知らせ
します。
「中部圏広域地方計画」は、広域ブロック(長野、岐阜、静岡、愛知、三重）にお

ける概ね10ヶ年を見通した国土づくりの将来像や地域戦略等を示すものです。
「中部ブロックの社会資本の重点整備方針」は、それを実現するための社会資
本整備における平成24年度までの具体的な方針を示したものです。この２つ
は、今後の中部圏を形づくっていく上で、根幹となる、まさに「車の両輪」となって
機能するものです。

また、中部地方独自のビジョンとして、中部地方の社会資本整備に関する将
来ビジョンである「新まんなかビジョン」も策定されたのであわせてお知らせしま
す。これは、10～20年後を見据えた具体的な目標と、平成24年度までの重点戦
略と目標を示したものです。

これらの各計画は、いずれも中部圏の持続的な発展を目指すものであり、今
後、これらの計画を着実に推進していきます。

３．添付資料 ： 【資 料】 ３つの計画について

なお、各計画本文については、以下のアドレスからご確認下さい。

中部圏広域地方計画
http://www.cbr.mlit.go.jp/kokudokeisei/index.htm

中部ブロックの社会資本の重点整備方針
http://www.cbr.mlit.go.jp/mannaka/top_link/shakai-shihon.html

新まんなかビジョン
http://www.cbr.mlit.go.jp/mannaka/index.html

４．解 禁 ： 指定なし

５．配 布 先 ： 中部地方整備局記者クラブ、東海交通研究会、名古屋港記者クラブ、長野県
庁内会見場、岐阜県政記者クラブ、愛知県政記者クラブ、静岡県政記者クラ
ブ、三重県政記者クラブ、静岡市政・経済記者会、浜松市政記者クラブ、名古
屋市政記者クラブ

６．問合せ先 ： 国土交通省中部地方整備局
企画部事業調整官 花木 道治 TEL052－953－8129

は な き みちはる

国土交通省中部運輸局

企画観光部計画調整官 可児 紀夫 TEL052－952－8006
か に の り お



 

 

【資料】 

■３つの計画について 

～ 中部の将来を見据えた様々な地域づくり計画 ～ 

 

中部地方の将来を見据え、持続的に発展する中部地方を目指して、住民の方々や地元経済

界、有識者の方々などからご意見を伺いながら、関係行政機関が連携した地域づくり計画を

検討し策定しています。 

 

 

●中部圏広域地方計画 

国土形成計画法に基づき、平成２０年７月４日に閣議決定された国土形成計画（全国計画）を

踏まえ、土地、水、自然、社会資本、産業、文化、人材等を含めた、概ね１０年間にわたる長期的

な中部圏の国土づくりの指針を示すものです。なお、計画の策定にあたっては、国の様々な機関、

県・政令市、地元経済界等が適切な役割分担の下、相互に連携・協力する場（中部圏広域地方

計画協議会）を新たに設けて協議しています。 

 

●中部ブロックの社会資本の重点整備方針 

社会資本整備重点計画法に基づき、平成２１年３月３１日に閣議決定された社会資本整備重点

計画により位置づけられた地方計画で、社会資本分野において、中部圏広域地方計画に示され

た地域戦略を実現するための具体的な方針を定める計画であり、平成２４年度までの社会資本整

備の取り組みをとりまとめたものです。 

 

●新まんなかビジョン 

「まんなかビジョン」は、中部地方の総合的かつ効率的な広域行政を目指し、社会資本整備に

おける国民本位、地域本位の地域づくりを実現するため、地域住民、地元経済界、関係機関との

対話と協働により、概ね１０～２０年後を見据えた中部地方の目指すべき方向と、重点的に実施す

る施策・事業をまとめた中部地方独自のビジョンで、平成１５年 6 月に策定し、平成１６年 3 月に改

訂しています。 

このたび、２００５年の愛・地球博開催や中部国際空港開港を契機に大交流時代を迎えた、新

たな中部地方にふさわしいビジョンとなるよう、平成 24 年度までの社会資本整備における重点的

な取り組みを含め、新たに「新まんなかビジョン」として策定しました。 
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各計画の主なポイント

中部圏広域地方計画

中部ブロックの社会資本の重点整備方針

新まんなかビジョン

●ものづくりと環境貢献で日本のロータリーとして世界のまんなかへ

●平成24年度までに取り組む社会資本整備を着実に進めていくため、
スピード感ある集中投資を図る「選択と集中」により

効率的かつ効果的な事業を促進

◆世界のものづくりの中心地としての産業競争力強化
⇒海外企業の誘致を図るグレーター・ナゴヤ・イニシアティブ等の取組推進、シンクロ
トロン光や航空機の研究開発拠点等の整備、高機能デバイスや光技術等の次世代産業
イノベーションの誘発

◆持続可能な環境共生社会の実現
⇒水素等の新エネルギーの研究開発の促進、生物多様性条約ＣＯＰ１０を契機とした
生物多様性の保全活動の推進

◆国内外の多様な交流の拡大
⇒国際空港、国際港湾の機能強化、国際交流・物流拠点への高速交通ネットワークの
構築

●社会資本分野におけて、今後10年～20年後を見据え、
「まんなかで日本をリードする中部」の形成を目指す

◆平成24年度までに取り組むべき５つの重点戦略と17の重点目標を設定
◆目標達成度を評価するための具体的指標や目標達成のための主要事業・施策

【主な指標（主要事業）の例】
・指標：名古屋都市圏二環状道路整備率

（主要事業：東海環状自動車道や名古屋環状２号線の整備 等）
・指標：洪水による氾濫から守られる区域の割合

（主要事業：東海ネーデルランド高潮・洪水対策 等）
・指標：中部の外貿コンテナ貨物量の増加率

（主要事業：国際海上コンテナターミナル整備事業 等） 等

◆中部の９つの地域の連携と融合により世界に誇れる中部を創造
⇒様々な地域の役割と発展を重視し、中部地方を河川流域や古くから街道で繋がる９つ
の地域に分け、各地域が強みを活かし弱みを克服するための各種プロジェクトを推進
するとともに、各地域の連携と融合を図る
【各地域の例】 ・駿河湾沿岸から長野県東部を結ぶ地域

・名古屋都市圏一帯を取り巻く地域
・東海と北陸を結ぶ地域
・伊勢と紀伊半島中南部を結ぶ地域 等
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配

慮
し
た
圏

域
の

形
成

］

○
生

物
多

様
性

条
約

第
１
０
回

締
約

国
会

議
（
C
O
P
1
0
）
開

催
と
中

部
圏

の
生

態
系

保
全
に
向
け
た
取
組
推
進

あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
研
究
エ
リ
ア 出
典

：
愛

知
県

Ｈ
Ｐ

太
陽

・
風

力
エ
ネ
ル

ギ
ー
分

野

バ
イ
オ
マ
ス
・
廃

棄
物
利

用
分
野

燃
料
電
池

分
野

そ
の
他
革
新

的
・
エ

ネ
ル

ギ
ー
利
用
分
野

出
典
：
生
物
多
様
性
条
約
第
１
０
回
締
約
国
会
議
支

援
実
行
委
員
会
Ｈ
Ｐ

い
き
も
の
共

生
Ｐ
Ｊ

い
き
も
の
共

生
Ｐ
Ｊ

［
研
究
開
発
中
枢
拠
点
の
充
実
・
高
度
人
材
の
育
成
]

○
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
研
究
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た

め
の
「
知
の
拠
点
」
（
研
究
開
発
拠
点
）
の
整
備

○
県

営
名

古
屋

空
港

周
辺

に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

航
空

機
研

究
開
発
拠
点
の
整
備

○
航

空
宇

宙
産

業
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
人

材
育

成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
展
開

［
産
学
官
連
携
体
制
の
強
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
］

○
高

機
能

デ
バ

イ
ス
等

に
特

化
し
た
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
や

知
的

ク
ラ
ス
タ
ー
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

誘
発

［
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
活
性
化
］

○
長

野
県

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支

援
セ
ン
タ
ー
等

の
活

動
を
通

じ
た
異

分
野

連
携

に
よ
る
新

製
品

開
発

・
販

路
開

拓
の

支
援

等

出
典
：
（
財
）
三
重
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

■
機
械
加

工
実
習

も
の
づ
く
り
産

業
の
競

争
力

強
化

Ｐ
Ｊ

も
の
づ
く
り
産

業
の
競

争
力

強
化

Ｐ
Ｊ

中
部
圏
広
域
地
方
計
画
に
お
け
る
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

■
中

部
圏

に
お
け
る
代

表
的

な
産

業
集

積

愛
知
県
・
豊
橋

市

外
国
企
業

誘
致
の

先
進
地

域
。

独
・
米

か
ら
輸

送
機

器
関

連
企

業
が

進
出

岐
阜
県
・
大
垣

市
・
各
務
原

市

ス
ウ
ィ
ー
ト
バ

レ
ー
構

想

繊
維

産
業

（
尾
州

、
岐
阜
）

元
気

な
ナ
ゴ
ヤ

（
商

業
開

発
等

）

三
重
県
・
津
市
・
伊

賀
市

メ
デ
ィ
カ
ル

バ
レ
ー
構

想

ＩＴ
関

連
企

業

イ
ン
テ
リ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
連
企
業

メ
デ
ィ
カ
ル

関
連

企
業

新
た
に
関
心

を
も
っ
た
企

業

自
動

車
関
連
企
業

■
海

外
企

業
と
の
経

済
交

流
の
イ
メ
ー
ジ

出
典
：
中
部
経

済
産
業
局
Ｈ
Ｐ
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多
文

化
共

生
先

進
圏

づ
く
り
Ｐ
Ｊ

多
文

化
共

生
先

進
圏

づ
く
り
Ｐ
Ｊ

［
名

古
屋
大
都
市
圏
の
中
枢
機
能
強
化
］

○
都

市
機

能
の

強
化

を
図

る
た
め
、
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ

24
等
の
国
際
・
広
域
交
流

拠
点
の
整
備
を
推
進

【
名
古
屋
環
状
２
号
線
等
】

○
堀
川
等
の
都
市
内
の
親
水
空
間
の
整
備
を
推
進

［
隣

接
圏

域
と
の

連
携

強
化

や
交

流
拠

点
の

整
備

］
○

首
都

・
近

畿
の

都
市

圏
と
の

連
携

強
化

【
第
二
東
海
自
動
車
道
等
】

○
北

陸
・
首

都
の

都
市

圏
と
の

連
携

強
化

【
北
陸
新
幹
線
】

高
次

都
市

機
能

・
連

携
強

化
Ｐ
Ｊ

高
次

都
市

機
能

・
連

携
強

化
Ｐ
Ｊ

［
外
国
人
の
就
職
や
雇
用
の
維
持
・
創
出
支
援
］

○
東

海
３
県

１
市

で
制

定
し
た
「
外

国
人

労
働

者
の

適
正

雇
用

と
日

本
社

会
へ

の
適

応
を
促

進
す
る
た
め
の

憲
章

」
の

普
及

促
進

［
就

学
支

援
、
日

本
語

学
習

支
援

等
の

展
開

］
○

愛
知

県
に
よ
る
プ
レ
ス
ク
ー
ル

の
実

施
等

外
国

人
児

童
生

徒
が

公
立

学
校

に
早

期
に
適

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

日
本

語
、
生

活
適

応
指

導

［
生

活
サ

ポ
ー
ト
体

制
等

の
構

築
］

○
各
県
・
市
町
の
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会
等
に
よ
る
生
活
相
談
支
援
等
の
推
進

■
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ

24
（
イ
メ
ー
ジ
）

出
典

：
名

古
屋

市
Ｈ
Ｐ

［
農
林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
］

○
西

三
河

地
域

等
に
お
け
る
農

業
用

用
排

水
施

設
の

更
新

整
備

に
よ
る
農

業
用

水
の
安
定
供
給
の
確
保

○
東
海
地
域
農
産
物
等
輸
出
促
進
協
議
会
等
に
よ
る
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進

［
魅

力
向

上
の

た
め
の

地
域

資
源

の
発

掘
・
維

持
・
保

全
・
活

用
］

○
信

州
オ
リ
ジ
ナ
ル

等
の

地
域

食
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
促

進
○

三
重

県
に
お
け
る
農

林
水

産
資

源
（
バ

イ
オ
ト
レ
ジ
ャ
ー
）

の
高

付
加

価
値

化
と
新

ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出

支
援

［
賑

わ
い
創

出
の

た
め
の

都
市

と
の

交
流

］
○

三
河

地
域

の
交

流
居

住
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
た
都

市
、
農

山
村

の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

に
よ
る
山

間
地

域
に
お
け
る
移

住
・
滞

在
の

推
進

■
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
創

出
と
展

開

出
典

：
長

野
県

Ｈ
Ｐ

［
観

光
誘

客
と
滞

在
の

促
進

］

○
伊

勢
志

摩
地

域
や

浜
名

湖
地

域
等

に
お
け
る
観

光
圏

整
備

○
産

業
施

設
、
街

道
、
武

将
、
都

市
観

光
等

の
観

光
客

の

ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
テ
ー
マ
型

観
光

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形

成
と
情

報
発

信

[周
遊
観
光
を
促
進
す
る
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
］

○
観

光
地

に
お
け
る
渋

滞
対

策
等

に
資

す
る
道

路
の

整
備

【
伊

豆
縦

貫
自

動
車

道
、

伊
勢

志
摩

連
絡

道
路

等
】

ま
ん
な
か
巡

り
観

光
交

流
Ｐ
Ｊ

ま
ん
な
か
巡

り
観

光
交

流
Ｐ
Ｊ

出
典
：
高
山
市
役
所
H
P

■
高

山
市

（
歴

史
都

市
）

○
中

央
新

幹
線

に
つ
い
て
の

調
査

、
超

伝
導

磁
気

浮
上

式
鉄

道
の

実
用

化
技

術
の

開
発

を
一

層
推

進
し
、
新

時
代

の
革

新
的

高
速

鉄
道

シ
ス
テ
ム
の

早
期

実
現

を
目
指
す
。

［
空
港
・
港
湾
の
機
能
強
化
］

○
需

要
拡

大
努

力
、
地

域
と
し
て
の

戦
略

的
構

想
を
固

め
、
国

と
地

方
が

連
携

し
て

中
部
国
際
空
港
の
国
際
競
争
力
を
強
化

国
際

的
な
港

湾
機

能
の

強
化

【
中
部
国
際
空
港
、

伊
勢
湾
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
等
】

［
拠
点
へ
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
］

○
国

際
交

流
・
物

流
拠

点
と
陸

上
輸

送
の

円
滑

な
接

続
【
中

部
横

断
自

動
車

道
、

金
谷

御
前

崎
連

絡
道

路
等
】

■
中

部
国

際
空

港
に
お
け
る
物

流
効

率
化

の
推

進

提
供

：
中

部
国

際
空

港
株

式
会

社

国
際

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
中

部
Ｐ
Ｊ

国
際

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
中

部
Ｐ
Ｊ

農
山

漁
村

の
活

性
化

Ｐ
Ｊ

農
山

漁
村

の
活

性
化

Ｐ
Ｊ
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［
生
活
支
援
機
能
の

整
備
・
充
実
］

○
「
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
２
１
城

北
」
等

の
保

健
・
医

療
・
福

祉
の

総
合

的
エ
リ
ア
の

整
備

○
「
人

に
や

さ
し
い
街

づ
く
り
条

例
」
等

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

推
進

［
利

便
性

・
安

全
性

の
高

い
交

通
体

系
・
基

盤
の

構
築

］
○

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
等

地
域

特
性

に
応

じ
た
公

共
交

通
の

整
備

［
広

域
的

な
救

急
医

療
体

制
の

整
備

］
○

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

配
備

等
広

域
的

救
急

搬
送

体
制

の
整

備

［
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
］

○
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
た
バ
イ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
に
よ
る
農
商

工
連

携
等

の
促

進
と
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

開
設

を
通

じ
た
地

域
物

産
の

販
路

拡
大

○
天
竜
川
流
域
に
お
け
る
山
地
か
ら
海

岸
ま
で
の

一
貫

し
た
総

合
的

土
砂

管

理
や
多
様
な
主
体
に
よ
る
上
下
流
連

携
の
促
進

○
自

立
的

な
地

域
の

創
造

を
支

え
る
地

域
基
盤
の
形
成

【
三
遠
南
信
自
動
車
道
等
】

三
遠

南
信

流
域

都
市

圏
活

力
向

上
Ｐ
Ｊ

三
遠

南
信

流
域

都
市

圏
活

力
向

上
Ｐ
Ｊ

■
山

地
か
ら
海

岸
ま
で
の
一

貫
し
た

総
合

的
な
土

砂
管

理
イ
メ
ー
ジ

災
害

克
服

Ｐ
Ｊ

災
害

克
服

Ｐ
Ｊ

［
防
災
体
制
の
推
進

等
］

○
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯

等
に
お
け
る
内

水
氾

濫
対

策
等

【
木
曽
川
水
系
等
の
洪
水

被
害
対
策
、
富
士
海
岸
の
津
波
・
高
潮
対
策
等
】

○
高
度
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

［
建
築
物
耐
震
化
推
進
］

○
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ－

０
」
等
に
よ
る
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
の
促
進

［
広
域
連
携
体
制
等
の
構
築
］

○
中

部
９
県

１
市

災
害

応
援

に
関

す
る
協

定
等

の
広

域
的

な
連

携
体

制
の

構
築

暮
ら
し
の
安

心
・
快

適
Ｐ
Ｊ

暮
ら
し
の
安

心
・
快

適
Ｐ
Ｊ

文
化

継
承

・
創

造
Ｐ
Ｊ

文
化

継
承

・
創

造
Ｐ
Ｊ

［
世

界
遺
産
の
保
護
・
継
承
・
活
用
の
推
進
］

○
「
白

川
郷

・
五

箇
山

の
合

掌
造

り
集

落
」
等

の
世

界
遺

産
の

保
護

・
活

用

［
有

形
・
無
形
文
化
資
源
の
保
全
・
活
用
の
推
進
］

○
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
復
元
等
、
高
い
歴
史

文
化

価
値
の
活
用
の
推
進

［
中

部
圏

の
魅

力
を
高

め
る
文

化
の

創
造

と
発

信
］

○
国
際
芸
術
際
や
音
楽
祭
等
の
継
続
開
催

伊
勢

湾
再

生
Ｐ
Ｊ

伊
勢

湾
再

生
Ｐ
Ｊ

［
汚
濁
負
荷
の

削
減
や
水
質
浄
化
機
能
の
保
全
等
］

○
伊

勢
湾

流
域

圏
の

健
全

な
水

環
境

を
構

築
す
る
た
め
、
市

街
地

に
お
け
る
下

水
道
事
業
等

の
推
進

［
干

潟
、
浅

場
、
藻

場
等

の
保

全
・
再

生
・
創

出
等

］
○
水
域
環
境
保
全
創
造
事
業
等
に
よ
る
海
域
の
環
境
改
善

［
豊

か
な
水

辺
、
自

然
空

間
の

確
保

］
○

「
伊

勢
湾

森
・
川

・
海

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

大
作
戦
」
等
に
よ
る
水
辺
空
間
の
保
全

［
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
・
連
携
の
促
進
］

○
「
伊

勢
湾

環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
等

に
よ
る
、

多
様

な
主

体
の

協
働

・
連

携
の

推
進

出
典
：
中
部
地

方
整
備

局
資
料

■
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

■
白

川
郷

・
五

箇
山

の
合

掌
づ
く
り
集

落

出
典

：
白

川
村

Ｈ
Ｐ

出
典
：
中
部
地

方
整
備

局
資
料
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東
北

圏
・
首

都
圏

と
の
連

携
Ｐ
Ｊ

東
北

圏
・
首

都
圏

と
の
連

携
Ｐ
Ｊ

［
甲

信
地

域
（
長

野
、
岐

阜
、
山

梨
）
］

○
希

少
な
野

生
動

植
物

の
保

護
等

を
通

じ
た
圏

境
に
お
け
る
広

域
的

な
自

然
環

境
保

全

【
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
、
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
等
】

［
富

士
箱

根
伊

豆
地

域
（
静

岡
、
山

梨
、
神

奈
川

）
］

○
富

士
山

の
豊

か
な
環

境
の

保
全

整
備

と
世

界
遺

産
登

録
に

向
け
た
取

組
の

推
進

［
上

信
越

地
域

（
長

野
、
新

潟
、
群

馬
）
］

○
地

震
等

の
自

然
災

害
に
備

え
た
災

害
応

援
体

制
の

強
化

、
緊
急
輸
送
路
等
の
整
備

ま
る
っ
と
北

陸
・
中

部
観

光
魅

力
増

進
P
J

ま
る
っ
と
北

陸
・
中

部
観

光
魅

力
増

進
P
J

［
海
外
で
も
著
名
な
観
光
地
等
を
活

か
し
た
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
］

○
中
部
広
域
観
光
推
進
協
議
会
に
よ

る
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
や
情
報

発
信

○
日
中
韓
観
光
大

臣
会
合
を
契
機
と

し
た
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

展
開

広
域

物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
日

本
海

～
太

平
洋

）
構

築
P
J

広
域

物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
日

本
海

～
太

平
洋

）
構

築
P
J

［
太

平
洋

側
と
日

本
海

側
が

一
体

と
な
っ
た
広

域
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
］

○
東
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
交
易
拡

大
と
そ
の

た
め
の

域
内

連
携

の
強

化

○
東

海
北

陸
自

動
車

道
等

、
広

域
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

利
用

促
進

と
そ
れ

を
支

え
る
基

盤
の

整
備

環
白

山
・
環

北
ア
ル
プ
ス

広
域

エ
コ
ロ
ジ
ー
P
J

環
白

山
・
環

北
ア
ル
プ
ス

広
域

エ
コ
ロ
ジ
ー
P
J

■
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
が
期

待
さ
れ
る
高

速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

広
域

防
災

・
災

害
応

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
P
J

広
域

防
災

・
災

害
応

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
P
J

出
典

：
名

古
屋

港
管

理
組

合

■
ス
ー
パ
ー
中

枢
港

湾

出
典
：
中
部
運

輸
局
資

料

［
産
学
官
民
の
連
携
に
よ
る
自
然

の
保
全
・
再
生
と
上
下
流
連
携
］

○
中
部
山
岳
国
立
公
園
等
に
お
け

る
野

生
生

物
の

生
息

環
境

や
生

態
系
の
保
護
・
管
理

○
立

山
・
黒

部
の

優
れ

た
文

化
的

景
観
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取

組
の
推
進

■
桜

・
雪

・
温

泉
め
ぐ
り
と
日

本
文

化
体

験

［
両
圏
域
一
体
の
地
域
防
災
力
強
化
］

○
航
空
消
防
防
災
相
互
応
援
協
定
等
に

よ
る
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

○
広

域
交

通
体

系
の

構
築

に
よ
る
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
確

保

■
伏
木

富
山

港

出
典
：
伏
木
富

山
港

湾
事

務
所

■
ラ
イ
チ
ョ
ウ

提
供

：
長

野
県

和
歌
山
下

津
港

四
日
市
港

名
古
屋
港

清
水
港

伏
木
富
山

港

直
江
津
港

金
沢
港

敦
賀
港

東
海

地
震

東
南
海
・
南
海
地
震

北
陸

圏
・
近

畿
圏

と
の
連

携
Ｐ
Ｊ

北
陸

圏
・
近

畿
圏

と
の
連

携
Ｐ
Ｊ

［
京

滋
奈

三
地

域
（
三

重
、
滋

賀
、
京

都
、
奈

良
）
］

○
神
社
仏
閣
等
の
歴
史
的
に
価
値
の
高
い
文
化

遺
産

等
を
活

用
し
た
広

域
交

流

［
岐

阜
・
三
重
・
福
井
・
滋
賀
地
域
］

○
太

平
洋

、
日

本
海

に
挟

ま
れ

た
豊

か
な
自

然
環

境
保

全
の

た
め
、
四

県
連

携
に
よ
る
廃

棄
物

の
不
法
投
棄
対
策
の
強
化

［
紀

伊
半

島
地

域
（
三

重
、
奈

良
、
和

歌
山

）
］

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

共
同

運
行

や
大

規
模

災
害

に
備

え
た

相
互
応
援
体
制
の
強
化
【
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
等
】

■
チ
ン
グ
ル
マ

出
典

：
中

部
山

岳
国

立
公

園
Ｈ
Ｐ

中
部

圏

北
陸

圏

東
北

圏

他
圏

域
と
の
連

携
他

圏
域

と
の
連

携

近
畿

圏

首
都

圏
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○
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
集
中
投
資
を
図
る
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
推
進

○
平

成
2
4
年

度
ま
で
に
取

り
組

む
べ

き
5
つ
の
重
点
戦
略
と
１
７
の
重
点
目
標
を
設
定

○
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
集
中
投
資
を
図
る
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
推
進

○
平

成
2
4
年

度
ま
で
に
取

り
組

む
べ

き
5
つ
の
重
点
戦
略
と
１
７
の
重
点
目
標
を
設
定

○
日
本
の
ま
ん
な
か
に
あ
る
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域
の
活
力
衰
退
と
地
域
間
格
差
の
拡
大
に
対
応
し
た
交
流
・
連
携
の
推
進

○
も
の
づ
く
り
産
業
の
強
み
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
強
い
産
業
競
争
力
の
強
化

○
巨
大
地
震
の
発
生
や
集
中
豪
雨
、
台
風
に
よ
る
水
害
等
の
発
生
へ
の
対
応

○
活
発
な
経
済
活
動
に
よ
る
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
様
々
な
環
境
問
題
へ
の
対
応

○
日
本
の
ま
ん
な
か
に
あ
る
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域
の
活
力
衰
退
と
地
域
間
格
差
の
拡
大
に
対
応
し
た
交
流
・
連
携
の
推
進

○
も
の
づ
く
り
産
業
の
強
み
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
強
い
産
業
競
争
力
の
強
化

○
巨
大
地
震
の
発
生
や
集
中
豪
雨
、
台
風
に
よ
る
水
害
等
の
発
生
へ
の
対
応

○
活
発
な
経
済
活
動
に
よ
る
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
様
々
な
環
境
問
題
へ
の
対
応

中
部

地
方

の
現

状
と
課

題

中
部

ブ
ロ
ッ
ク
の
社

会
資

本
の
重

点
整

備
方

針

●
計
画
期
間
を
平
成
2
0
～
2
4
年
度
の
５
年
間

と
し
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
に
基
づ
き
策
定
。

●
目
標
の
達
成
度
を
評
価
す
る
た
め
の

具
体
的
指
標
や
目
標
達
成
の
た
め
の
主
要
事
業
・
施
策
を
記
載

。

（
新

ま
ん
な
か

ビ
ジ
ョ
ン
の

平
成

24
年

度
ま
で
の

重
点

戦
略

と
目

標
）

重
点
戦

略
・
重
点
目
標

⑤
誰

も
が
活

き
活

き
と
快

適
に
暮

ら
せ
愛

着
が
持

て
る
地

域
づ
く
り

・
子

供
が
安

全
に
成

長
で
き
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
社

会
に
対

応
し
た

快
適

・
安

全
な
生

活
圏

の
実

現
・
安

全
で
住

み
や

す
い
居

住
環

境
の
実

現
・
誇

り
や

愛
着

を
持

て
る
協

働
・
参

加
型

の
地

域
づ

く
り
を
支

援

①
も
の
づ
く
り
を
は
じ
め
国

際
的

に
強

い
産

業
競

争
力

の
あ
る
地

域
づ
く
り

・
港

湾
・
空

港
の
機

能
を
強

化
し
、

世
界

的
に
優

れ
た
国

際
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形

成
・
国

内
交

通
網

の
強

化
で
ス
ム
ー

ズ
な
移

動
を
可

能
に
す

る
と
と
も
に
、

高
度

な
物

流
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
も
の
づ

く
り
に
不

可
欠

な
水

な
ど
の
安

定
確

保

②
災

害
に
強

い
安

全
で
安

心
な
地

域
づ
く
り

・
洪

水
・
土

砂
災

害
・
高

潮
、
雪

害
な
ど
や

渇
水

に
強

い
地

域
の
構

築
・
大

規
模

な
地

震
に
も
強

い
地

域
の
構

築
・
災

害
で
も
寸

断
さ
れ
な
い
交

通
体

系
等

の
構

築
と
、

災
害

対
応

体
制

や
情

報
提

供
の
強

化
・
既
存
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
機
能
の
維
持

③
地

域
資

源
を
活

か
し
自

然
と
共

生
す
る
環

境
先

進
地

域
の
形

成
・
温

室
効

果
ガ
ス
の
削

減
や

生
活

環
境

を
改

善
す

る
と
と
も
に
、

循
環

型
社

会
の
構

築
支

援
・
美

し
い
自

然
環

境
を
保

全
・
創

出
し
、
多

様
な
生

態
系

の
維

持
・
再

生
・
健

全
な
水

循
環

系
を
構

築
し
、
持

続
可

能
な
環

境
の
創

出
・
独

自
の
地

域
資

源
を
保

全
・
再

生
・
活

用
し
た
魅

力
あ
る
景

観
の
創

出

④
魅

力
あ
ふ
れ
賑

わ
い
と
活

気
あ
る
地
域

づ
く
り

・
人

、
モ
ノ
、
情

報
の
交

流
を
拡

大
・
活

性
化

・
都

市
機

能
の
高

度
化

と
と
も
に
、
中

山
間

地
・
農

山
漁

村
の
地

域
力

の
向

上
・
独

自
の
地

域
資

源
を
活

用
し
、
観

光
な
ど
地

域
の
魅

力
向

上
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・
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
都
市
圏
環
状

道
路
の
整
備
推
進

・
国
内
海
上
輸
送
網
や
地
方
航
空
路
線
の

充
実

【
主
要
事
業
】

・
高

規
格
幹
線

道
路
：
東

海
環

状
自

動
車

道
（
一

般
国

道
47

5号
（
西
部
区
間
）
）

（
関
広
見
～
四
日
市
）
（
岐
阜
県
・
三
重
県
）
、

名
古
屋
環
状
２
号
線
（
名
古
屋
南
～
高
針
、
名
古
屋
西
～
飛
鳥
）

（
愛

知
県
）一

部
H

22
年

度
完

成
等

【
指

標
】

名
古
屋
都
市
圏
二

環
状
道

路
整

備
率
：6

0％
（
Ｈ
１
９
）
→

65
％
（
Ｈ
２
４
）

等

①
-2
国

内
交

通
網

の
強

化
と
高

度
な
物

流
シ
ス
テ
ム
の

構
築

①
-1

 世
界

的
に
優

れ
た
国

際
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成

・
国

際
空

港
と
一

体
と
な
っ
た
ス
ー
パ

ー
中

枢
港
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実
・
深
化

・
港

湾
、
空

港
の

輸
出

入
手

続
き
サ

ー
ビ
ス
の

高
度
化

【
主
要
事

業
】

・
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
：

名
古
屋
港
飛
島
ふ
頭
南
地
区
（
愛
知
県
飛
島
村
）
、

四
日
市

港
霞
ヶ
浦

北
ふ

頭
地

区
（
三
重

県
四

日
市

市
）

等

【
指

標
】

中
部
の
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
の
増
加
率
：
年
平
均
伸
び
率

3%
等

国
土
交
通
広
域
連
携
中
部
会
議
の
構
成
概
要

国
土
交
通
広
域
連
携
中
部
会
議
の
構
成
概
要

（
県

）
長
野
県

知
事

岐
阜
県

知
事

静
岡
県

知
事

愛
知
県

知
事

三
重
県

知
事

（
有

識
者

）
須
田

東
海
旅

客
鉄
道
㈱

相
談
役

松
尾

(財
)名

古
屋
都
市

セ
ン
タ
ー
理

事
長

（
政

令
市

）
静

岡
市

長
浜

松
市

長
名

古
屋

市
長

（
経

済
団

体
）

中
部

経
済

連
合

会
会
長

東
海

商
工

会
議

所
連
合

会
会
長

長
野

県
商

工
会

議
所
会

長
静

岡
県

商
工

会
議
所
会

長

（
国

の
地

方
支

分
部

局
の

長
）

名
古

屋
港

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

名
古
屋
環

状
２
号

線

②
-2

 大
規

模
な
地

震
に
も
強

い
地

域
の

構
築

【
主
要
事
業
】

・
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業
：
田
子

の
浦

港
中

央
地

区
（
静
岡
県
富
士
市
）
H

24
年

度
完
成

・
防

災
拠
点

と
な
る
公

園
整
備
：
愛
・
地

球
博

記
念

公
園
（
愛

知
県

長
久

手
町

）
等

【
指

標
】

大
規
模
地
震
が
特
に
懸
念
さ
れ
る
地
域
に
お
け
る
港
湾
に
よ
る
緊
急
物
資
供
給

可
能
人
口
：
約

14
4万

人
（
Ｈ
１
９
）
→

約
16

5万
人

（
Ｈ
２
４
）

等

・
河

川
管

理
施

設
、
海

岸
保

全
施

設
、
道

路
、
港

湾
・
空

港
施

設
等

の
耐

震
化

・
避

難
路

・
避

難
地

の
ｵ
ｰ
ﾌ
ﾟﾝ
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ

確
保

愛
・
地

球
博

記
念

公
園

【
主
要
事

業
】

・
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
対
策
（
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
）

・
床
上

浸
水
対

策
特

別
緊

急
事

業
：
宮

川
（
三
重

県
伊
勢
市
）H

22
年
度
完
成

等

【
指

標
】

洪
水
に
よ
る
氾
濫
か
ら
守
ら
れ

る
区
域
の

割
合

：
62

％
（
Ｈ
１
９
）
→

64
％
（
Ｈ
２
４
）

等

・
河

川
管

理
施

設
の

整
備

や
、
保

水
・

遊
水

機
能

保
全

な
ど
流

域
が

一
体

と
な
っ
た
総

合
的

な
治

水
対

策

②
-1

洪
水

・
土

砂
災

害
・
高

潮
、
雪

害
等

や
渇

水
に
強

い
地

域
の

構
築
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国
土
交
通
広
域
連
携
中
部
会
議
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
構
成
概
要

（
県
）

長
野

県
企

画
部

長
、
建
設

部
長

岐
阜

県
総

合
企

画
部
長
、

県
土
整
備

部
長

静
岡

県
企

画
部

長
、
建
設

部
長

愛
知

県
知

事
政

策
局
長
、

建
設
部
長

三
重

県
政

策
部

長
、
県
土

整
備
部
長

（
政
令
市

・
市
長

会
・

町
村

会
）

名
古
屋
市

総
務

局
長

、
住

宅
都

市
局

長
、

緑
政

土
木

局
長

静
岡

市
経

営
企

画
局

長
、

都
市

局
長

、

建
設

局
長

浜
松

市
企

画
部

長
、

都
市

計
画

部
長

、

土
木

部
長

（
経

済
団

体
）

(
社

)
中

部
経

済
連

合
会

常
任

理
事

(
社

)
静

岡
商

工
会

議
所

連
合

会
専

務
理

事
・

事
務

局
長

愛
知

県
商

工
会

議
所

連
合

会
企

画
振

興
部

長
(
社

)
岐

阜
県

経
済

同
友

会
専

務
理

事
三

重
商

工
会

議
所

連
合

会
常

務
理

事
(
社

)
長

野
商

工
会

議
所

連
合

会
常

務
理

事

（
国
の
地

方
支
分
部

局
）

中
部
地
方

整
備
局

総
務
部

長
、
企
画

部
長
、

建
政
部
長

、

河
川
部

長
、
道
路

部
長
、

港
湾
空
港

部
長

中
部
運
輸

局
企
画

観
光
部

長
、
交

通
環
境

部
長

大
阪
航
空

局
空
港

部
長

第
四
管
区

海
上
保
安

本
部

交
通
部
長

「
新
ま
ん
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
中
部
圏
広
域
地
方
計
画
の
社
会
資
本
分
野
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
た
「
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
資
本
の

重
点
整
備

方
針

」
を
包

含
す
る
計

画
で
、
概
ね
１
０
～
２
０
年
後
の
中
部
地
方
の
将
来
像
実
現
に
向
け
目
指
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
た
中

部
の
独
自
ビ
ジ
ョ
ン
。

中
部
地
方
が
、
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
し
て
の
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
個
性
と
魅
力
あ
る
圏
域
を

形
成
す
る
た
め
、
中
部
圏
広
域
地
方
計
画
で
「
日
本
の
ま
ん
な
か
か
ら
世
界
の
ま
ん
な
か
へ
」
と
飛

翔

す
る
将
来
像
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
中
、
社
会
資
本
分
野
に
お
い
て
は
、
今
後
1
0
～
2
0
年
後
を

見
据

え
、
「
ま
ん
な
か
で
日

本
を
リ
ー
ド
す
る
中

部
」
の
形

成
を
目

指
す

。

こ
の
将

来
像

を
実

現
す

る
た
め
、

①
交

流
が
活

発
な
中

部
【
交

流
連

携
】

②
活

力
あ
る
中

部
【
強

い
産

業
競

争
力

】
③

自
然

と
共

生
す
る
中

部
【
環

境
景

観
】

④
愛

着
が
持

て
る
中

部
【
暮

ら
し
】

⑤
災

害
に
強

い
中

部
【
安

全
安

心
】

の
５
つ

の
目

指
す

べ
き
地

域
づ

く
り
の
方

向
の
融

合
に
よ
り
、
中

部
ら
し
さ
を
活

か
し
た
世

界
に
誇

れ
る
地

域
の
創

造
を
目

指
す

。

＝

新
ま
ん
な
か
ビ
ジ
ョ
ン

平
成
2
4
年
度
ま
で
の
具
体
的
方
針

・
戦

略
（
選

択
と
集

中
）

・
目

標
、
指

標
、
主

要
事

業

中
部

ブ
ロ
ッ
ク
の

社
会
資
本
の
重
点
整

備
方
針

◆
不
断
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

地
域

の
人

々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
基
本
に
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
や
満
足
度

調
査

に
よ
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

課
題
を
常
に
把
握
し
な
が
ら
、
内
容
の

改
善

、
評

価
、
見

直
し
を
柔

軟
に
行

い
進

化
さ
せ

て
い
き
ま
す

。
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○
東

海
地

震
、

東
南

海
・
南

海
地

震
等

の
巨

大
地

震
の
発

生
や
集

中
豪

雨
、
台

風
に
よ
る
水

害
等

へ
の
対

応

○
日

本
の

大
動

脈
を

担
う

中
部

地
方

ゆ
え

に
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
懸
念
へ
の
対
応

○
活
発
な
経
済
活
動
に
よ
る
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
様
々
な
環
境
問
題
へ
の
対
応

（
大

気
環

境
の

汚
染

、
生

物
の

多
様

性
を

育
む

環
境

の
破

壊
、

海
岸

線
の

後
退

、
生

活
環

境
の

悪
化

、
交

通
事

故
、

慢
性

的
な

渋
滞

発
生

な
ど

）

○
渇

水
に

よ
る
水
不
足

や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
へ
の
対
応

○
地
域
の
活
力
衰
退

と
地

域
間

格
差

の
拡

大
へ
の
対

応

（
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

不
均

衡
、

地
方

の
公

共
交

通
機

関
の

衰
退

、
観

光
地

の
衰

退
、

過
疎

化
・
高

齢
化

、
中

山
間

地
域

の
活

力
維

持
な

ど
、

地
域

間
交

流
や

連
携

の
あ

り
方

が
課

題
）

○
社

会
の

成
熟

化
に

伴
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ニ
ー
ズ
の
多

様
化

へ
の
対

応

○
地
域
経
済
の
早
期
回
復
と
活
況
化
へ
の
対
応

中
部

地
方

の
課

題

＋

<
中
部
地
方
の
特
性
>

○
日

本
の
ま
ん
な
か

・
国

土
の

中
央

に
位

置
し

、
世

界
と

の
交

流
の
要

所
、

国
内

の
東
西

交
通
の
要

衝
○

卓
越

し
た
産
業

集
積

○
自
然
災
害
に
脆
弱
な
地
域

・
我

が
国

最
大

の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

・
日

本
有

数
の
多
雨
地
帯
、
豪
雪
地
帯

・
自
然
災
害
が
危
惧
さ
れ
る
地
形
地
質
構
造
、

・
東

海
地

震
、

東
南

海
・
南

海
地

震
な

ど
大
規
模
地
震

災
害

が
懸

念
さ

れ
る

地
域

・
天
然
の
水
瓶
が
少
な
く
渇
水
が
頻
発
し
や
す
い
地
域

○
豊
富
な
自
然
や
文
化
・
歴
史
・
産
業
資
源

○
多

極
分
散

型
の
地

域
構

造
○
自
動
車
交
通
へ
の
依
存
度
が
高
い
地
域

<
中
部
地
方
の
特
性
>

○
日

本
の
ま
ん
な
か

・
国

土
の

中
央

に
位

置
し

、
世

界
と

の
交

流
の
要

所
、

国
内

の
東
西

交
通
の
要

衝
○

卓
越

し
た
産
業

集
積

○
自
然
災
害
に
脆
弱
な
地
域

・
我

が
国

最
大

の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

・
日

本
有

数
の
多
雨
地
帯
、
豪
雪
地
帯

・
自
然
災
害
が
危
惧
さ
れ
る
地
形
地
質
構
造
、

・
東

海
地

震
、

東
南

海
・
南

海
地

震
な

ど
大
規
模
地
震

災
害

が
懸

念
さ

れ
る

地
域

・
天
然
の
水
瓶
が
少
な
く
渇
水
が
頻
発
し
や
す
い
地
域

○
豊
富
な
自
然
や
文
化
・
歴
史
・
産
業
資
源

○
多

極
分
散

型
の
地

域
構

造
○
自
動
車
交
通
へ
の
依
存
度
が
高
い
地
域

<
時
代
の
潮
流
>

・
本

格
的

な
人
口
減
少
時
代
の
到
来

・急
速

な
少
子
高

齢
化

の
進

展
・情

報
通
信
技

術
の

飛
躍

的
な
発
展

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と
世

界
経

済
の
動

勢
・価

値
観
の
多
様

化

<
回
避
す
べ
き
社
会
問
題
>

・地
球

温
暖
化

、
自
然

災
害

の
多

発
・
自

然
環

境
・
生

活
環

境
の
悪
化

・交
通
機
能
の
麻
痺

に
よ

る
社

会
活

動
の

低
下

・水
不

足
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
、
食

料
危
機

・産
業

競
争
力

の
減
退
の
恐
れ

・
国

土
マ

イ
ン

ド
の

低
下

が
も

た
ら

す
社
会
の
停
滞

・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、

地
域

間
格
差

の
拡

大
・既

存
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
に
よ
る
本
格
的
な
更
新

時
代
の
到
来

<
時
代
の
潮
流
>

・
本

格
的

な
人
口
減
少
時
代
の
到
来

・急
速

な
少
子
高

齢
化

の
進

展
・情

報
通
信
技

術
の

飛
躍

的
な
発
展

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と
世

界
経

済
の
動

勢
・価

値
観
の
多
様

化

<
回
避
す
べ
き
社
会
問
題
>

・地
球

温
暖
化

、
自
然

災
害

の
多

発
・
自

然
環

境
・
生

活
環

境
の
悪
化

・交
通
機
能
の
麻
痺

に
よ

る
社

会
活

動
の

低
下

・水
不

足
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
、
食

料
危
機

・産
業

競
争
力

の
減
退
の
恐
れ

・
国

土
マ

イ
ン

ド
の

低
下

が
も

た
ら

す
社
会
の
停
滞

・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、

地
域

間
格
差

の
拡

大
・既

存
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
に
よ
る
本
格
的
な
更
新

時
代
の
到
来

<
中

部
地

方
が

果
た

す
べ

き
責
務

と
期
待
さ
れ
る
役
割

>
日

本
の

ま
ん

な
か

に
位

置
す

る
責

務
と

し
て

、
他

地
域

と
の

交
流

・
連

携
の

強
化

を
果

た
し

、
卓

越
し

た
も

の
づ

く
り

産
業

集
積

を
有

す
る

中
部

地
方

の
元

気
を

持
続

・
発

展
さ

せ
、
わ
が
国
の
経

済
を
牽

引
し

て
い

く
役

割
が

期
待

さ
れ

ま
す

。 ま
た

、
中
部
の
卓
越
し
た
産
業
集

積
と

併
せ

、
愛

・
地

球
博

の
理

念
を

継
承

し
た
「
環

境
先

進
地

域
」
と

な
る

こ
と

で
、

世
界
の
持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献

で
き

る
と

期
待

さ
れ

ま
す

。 ま
た

、
活

発
な

経
済

活
動

ゆ
え

の
マ
イ
ナ
ス
課

題
を
自

ら
解

決
し

、
全
国
的

な
課
題
へ
も
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
地

域
と

し
て

期
待

さ
れ

ま
す

。

<
中

部
地

方
が

果
た

す
べ

き
責
務

と
期
待
さ
れ
る
役
割

>
日

本
の

ま
ん

な
か

に
位

置
す

る
責

務
と

し
て

、
他

地
域

と
の

交
流

・
連

携
の

強
化

を
果

た
し

、
卓

越
し

た
も

の
づ

く
り

産
業

集
積

を
有

す
る

中
部

地
方

の
元

気
を

持
続

・
発

展
さ

せ
、
わ
が
国
の
経

済
を
牽

引
し

て
い

く
役

割
が

期
待

さ
れ

ま
す

。 ま
た

、
中
部
の
卓
越
し
た
産
業
集

積
と

併
せ

、
愛

・
地

球
博

の
理

念
を

継
承

し
た
「
環

境
先

進
地

域
」
と

な
る

こ
と

で
、

世
界
の
持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献

で
き

る
と

期
待

さ
れ

ま
す

。 ま
た

、
活

発
な

経
済

活
動

ゆ
え

の
マ
イ
ナ
ス
課

題
を
自

ら
解

決
し

、
全
国
的

な
課
題
へ
も
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
地

域
と

し
て

期
待

さ
れ

ま
す

。

中
部

地
方

を
取

り
巻

く
情

勢
・
課

題

ま
ん

な
か

ビ
ジ

ョ
ン

(H
15

～
H

19
）
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
新
ま
ん
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
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9
つ

の
地

域
の

役
割

と
発

展
を

重
視

し
た

、
相

互
連

携
に

よ
る

地
域

づ
く
り

の
方

向
「
新

ま
ん

な
か

ビ
ジ

ョ
ン

」
で

は
、

７
つ

の
基

本
ス

タ
ン

ス
（
①

成
果

重
視

、
②

効
率

性
重

視
、

③
技

術
力

・
技

術
開

発
、

④
新

た
な

協
働

、
⑤

既
存

ス
ト
ッ

ク
の

徹
底

的
活

用
・
長

寿
命

化
、

⑥
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
、

⑦
IC

T
の

活
用

）
の

も
と

で
、

将
来

像
を

実
現

す
る

た
め

、
「
５

つ
の

目
指

す
べ

き
地

域
づ

く
り

の
方

向
」
、

「
2
5
の

具
体

的

目
標

」
を

設
定

し
、

我
が

国
の

東
西

方
向

、
南

北
方

向
の

連
携

、
ま

た
、

Ｂ
Ｒ

ＩＣ
ｓ及

び
東

ア
ジ

ア
諸

国
や

欧
米

諸
国

と
の

連
携

、
さ

ら
に

は
、

首
都

圏
や

近
畿

圏
、

北

陸
圏

と
中

部
圏

を
結

ぶ
様

々
な

地
域

の
役

割
と

発
展

を
重

視
し

、
中

部
地

方
を

、
県

境
を

越
え

、
山

か
ら

海
ま

で
を

繋
ぐ

河
川

流
域

や
古

(い
に

し
え

)か
ら

街
道

で
繋

が
る

９
つ

の
地

域
に

分
け

、
各

地
域

が
強

み
を

活
か

し
弱

み
を

克
服

す
る

た
め

の
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

と
と

も
に

、
各

地
域

の
連

携
と

「
融

合
」
に

よ
り

、
中

部
ら

し

さ
を

活
か

し
た

世
界

に
誇

れ
る

中
部

の
創

造
を

め
ざ

し
て

い
る

。

①
駿

河
湾

沿
岸

か
ら

長
野

県
東

部
を

結
ぶ

地
域

【
地

域
の

概
要

】
・
長

野
県

境
に

源
を

発
し

、
山

梨
県

を
上

流
域

に
持

つ
富

士
川

の
他

、
興

津
川

、
安

倍
川

、
大

井
川

な
ど

の
流

域
。

・
古

く
は

、
静

岡
県

中
部

(駿
河

)か
ら

甲
州

へ
塩

な
ど

の
物

資
を

運
ぶ

富
士

川
街

道
で

結
ば

れ
た

地
域

で
あ

り
、

佐
久

甲
州

街
道

で
信

州
佐

久
を

結
ぶ

地
域

一
帯

。
日

本
を

横
断

す
る

地
域

。

②
南

信
か

ら
三

遠
を

結
ぶ

地
域

【
地

域
の

概
要

】
・
諏

訪
湖

か
ら

遠
州

灘
に

注
ぐ

天
竜

川
の

他
、

豊
川

の
流

域
一

帯
。

・
古

く
は

、
静

岡
県

西
部

(遠
州

)や
愛

知
県

三
河

か
ら

信
州

(塩
尻

)へ
の

「
塩

の
道

」
（
伊

那
街

道
・
秋

葉
街

道
）
で

結
ば

れ
た

地
域

。

中
部

地
方

の
各

地
域

③
名

古
屋

都
市

圏
一

帯
を

取
り

巻
く

地
域

【
地

域
の

概
要

】
・
名

古
屋

を
中

心
と

す
る

東
海

三
県

に
わ

た
る

経
済

圏
域

（
愛

知
、

岐
阜

南
部

、
三

重
北

中
部

）

④
東

海
と

北
陸

を
結

ぶ
地

域
【
地

域
の

概
要

】
・
岐

阜
県

高
山

市
に

源
を

発
し

、
太

平
洋

に
注

ぐ
河

川
（
飛

騨
川

～
木

曽
川

、
長

良
川

）
と

日
本

海
に

注
ぐ

河
川

（
神

通
川

、
庄

川
）
の

流
域

一
帯

。
・
2
0
0
8
年

7
月

に
太

平
洋

沿
岸

と
日

本
海

沿
岸

と
を

直
結

す
る

東
海

北
陸

自
動

車
道

が
全

通
し

、
新

た
な

交
流

が
育

ま
れ

る
地

域
。

⑥
伊

勢
湾

・
三

河
湾

流
域

【
地

域
の

概
要

】
・
伊

勢
湾

・
三

河
湾

に
注

ぐ
流

域
圏

、
伊

勢
湾

・
三

河
湾

沿
岸

地
域

。

⑦
富

士
山

麓
と

伊
豆

半
島

、
丹

沢
周

辺
を

結
ぶ

地
域

【
地

域
の

概
要

】
・
富

士
山

を
は

じ
め

箱
根

・
伊

豆
な

ど
自

然
景

勝
地

や
温

泉
資

源
に

恵
ま

れ
、

古
く

か
ら

保
養

地
や

観
光

地
、

別
荘

地
と

し
て

発
展

し
て

き
た

地
域

一
帯

。
・
富

士
箱

根
伊

豆
国

立
公

園
に

指
定

さ
れ

た
地

域
一

帯
。

⑧
伊

勢
と

紀
伊

半
島

中
南

部
を

結
ぶ

地
域

【
地

域
の

概
要

】
・
古

く
は

、
熊

野
那

智
大

社
な

ど
熊

野
三

山
が

あ
る

熊
野

と
、

伊
勢

神
宮

の
あ

る
伊

勢
が

世
界

遺
産

に
登

録
さ

れ
た

熊
野

古
道

（
伊

勢
路

）
で

結
ば

れ
た

地
域

。
・
ま

た
熊

野
古

道
に

よ
り

、
紀

伊
や

大
和

（
和

歌
山

・
奈

良
県

）
と

も
結

ば
れ

た
地

域
。

⑨
長

野
と

飛
騨

、
北

陸
沿

岸
を

結
ぶ

地
域

【
地

域
の

概
要

】
・
古

く
は

、
富

山
湾

の
鰤

を
高

山
～

信
州

（
松

本
）
へ

運
ぶ

「
ブ

リ
街

道
」
（
飛

騨
街

道
～

野
麦

街
道

）
と

、
糸

魚
川

河
口

か
ら

信
州

(塩
尻

)へ
塩

を
運

ぶ
「
塩

の
道

」
（
千

国
街

道
～

松
本

街
道

）
で

結
ば

れ
た

地
域

。
・
信

濃
川

～
千

曲
川

流
域

で
新

潟
と

も
結

ば
れ

る
地

域
。

⑤
東

海
と

近
畿

を
結

ぶ
地

域
【
地

域
の

概
要

】
・
古

く
は

、
近

畿
（
朝

廷
の

あ
っ

た
畿

内
）
と

東
海

地
方

（
伊

勢
や

尾
張

、
美

濃
な

ど
）
が

七
道

駅
路

で
結

ば
れ

、
そ

の
後

、
鎌

倉
街

道
、

徳
川

家
康

の
五

街
道

（
東

海
道

）
へ

と
変

遷
す

る
東

西
の

大
動

脈
で

結
ば

れ
た

地
域

。
・
2
0
0
8
年

2
月

に
は

、
新

名
神

高
速

道
路

が
一

部
開

通
し

、
新

た
な

交
流

が
育

ま
れ

る
地

域
。
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①
洪

水
・
土

砂
災

害
・高

潮
、

雪
害

な
ど

や
渇

水
に

強
い

地
域

を
構

築
し

ま
す

②
大

規
模

地
震

に
も

強
い

地
域

を
構

築
し

ま
す

③
様

々
な

災
害

で
も

寸
断

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

交
通

体
系

等
を

構
築

し
ま

す

④
災

害
・
事

故
に

係
る

情
報

提
供

や
災

害
対

応
体

制
を

強
化

し
ま

す

⑤
既

存
の

社
会

資
本

ス
ト
ッ

ク
機

能
を

持
続

さ
せ

ま
す

全
て

の
社

会
活

動
の

礎
と

な
る

安
全

で
安

心
な

中
部

を
形

成
す

る
た

め
、

・
自

然
災

害

（
東

海
地

震
、

東
南

海
・
南

海
地

震
、

豪
雨

・
高

潮
・
豪

雪
、

渇
水

な
ど

）

・
人

的
災

害
（
大

規
模

事
故

な
ど

人
為

的
な

原
因

で
起

こ
り

う
る

災
害

）

・老
朽

化
す

る
イ

ン
フ

ラ

に
対

し
て

、
人

口
減

少
下

に
お

い
て

も
、

○
被

害
を

最
小

限
に

と
ど

め
、

社
会

活
動

を
継

続
で

き
る

地
域

○
災

害
時

に
避

難
・救

助
及

び
復

旧
・
復

興
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
で

き
る

地
域

○
既

存
の

社
会

資
本

の
安

全
性

を
持

続
で

き
る

地
域

を
目

指
し

ま
す

H
1

2
.9

東
海

豪
雨

時
の

庄
内

川

災
害

に
強

い
中

部

災
害

対
策

に
よ

り
、

全
て

の
社

会
活

動
の

礎
と

な
る

安
全

で
安

心
な

中
部

を
形

成
し

ま
す

・
自

然
災

害
（
大

地
震

、
豪

雨
・高

潮
・
豪

雪
、

渇
水

等
）
の

対
応

・
人

的
災

害
（
大

規
模

事
故

な
ど

の
災

害
）の

対
応

・
老

朽
化

す
る

イ
ン

フ
ラ

の
対

応

【 安 全 ・ 安 心 】

①
子

供
が

の
び

の
び

と
安

全
に

成
長

で
き

る
社

会
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

②
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
対

応
し

た
情

報
提

供
を

進
め

ま
す

③
快

適
で

安
全

に
暮

ら
せ

る
生

活
圏

の
実

現
を

目
指

し
ま

す

④
安

全
で

住
み

や
す

い
居

住
環

境
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

⑤
誇

り
や

愛
着

を
持

て
る

協
働

・
参

加
型

の
地

域
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

誰
も

が
ど

こ
で

も
活

き
活

き
と

快
適

に
暮

ら
せ

、

愛
着

を
持

て
る

中
部

を
形

成
す

る
た

め

・多
様

化
す

る
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

・
人

口
減

少
時

代
と

少
子

高
齢

化

に
対

し
て

○
安

全
で

子
育

て
し

や
す

い
地

域

○
快

適
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

○
住

ん
で

い
る

地
域

に
誇

り
と

愛
着

が
持

て
る

地
域

を
目

指
し

ま
す

。
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
を

導
入

し
た

静
岡

駅

愛
着

の
持

て
る

中
部

誰
も

が
ど

こ
で

も
活

き
活

き
と

快
適

に
暮

ら
せ

、

愛
着

を
持

て
る

中
部

を
形

成
し

ま
す

・
多

様
化

す
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
対

応

・
人

口
減

少
時

代
と

少
子

高
齢

化
の

対
応

【 暮 ら し 】

①
地

球
温

暖
化

を
抑

制
す

る
た

め
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

を
推

進
し

ま
す

②
大

気
環

境
の

改
善

や
ヒ

ー
ト
ア

イ
ラ

ン
ド

の
抑

制
を

支
援

し
ま

す

③
生

活
環

境
を

改
善

し
ま

す

④
ご

み
の

発
生

抑
制

と
循

環
型

社
会

の
構

築
を

支
援

し
ま

す

⑤
美

し
い

自
然

環
境

を
保

全
・
創

出
し

、
多

様
な

生
態

系
な

ど
を

維
持

・
再

生
し

ま
す

⑥
健

全
な

水
循

環
系

な
ど

を
構

築
し

、
持

続
可

能
な

環
境

を
創

出
し

ま
す

⑦
独

自
の

地
域

資
源

を
保

全
・
再

生
・
活

用
し

た
魅

力
あ

る
景

観
を

創
出

し
ま

す

美
し

く
豊

か
な

自
然

や
文

化
・
歴

史
資

源
を

活
か

し
、

先
進

的
に

環
境

と
共

生
す

る
中

部
を

形
成

す
る

た
め

、

・
地

球
規

模
の

環
境

問
題

（
温

暖
化

、
資

源
・エ

ネ
ル

ギ
ー

不
足

な
ど

）

・
地

域
的

な
環

境
問

題
（
大

気
、

水
質

な
ど

の
悪

化
や

ゴ
ミ

問
題

な
ど

）

・
自

然
や

歴
史

・
文

化
的

景
観

の
消

滅
・
阻

害
な

ど

に
対

し
て

○
地

球
温

暖
化

対
策

や
循

環
型

社
会

が
構

築
さ

れ
た

地
域

○
流

域
圏

が
一

体
的

に
環

境
保

全
さ

れ
、

自
然

や
生

物
と

共
生

し
た

地
域

○
魅

力
あ

る
景

観
が

保
全

・
創

出
さ

れ
た

地
域

を
目

指
し

ま
す

。
美

し
い

自
然

を
誇

る
中

部
山

岳

自
然

と
共

生
す

る
中

部

文
化

・
歴

史
資

源
を

活
か

す
と

と
も

に
、

自
然

と
共

生
す

る

環
境

先
進

地
域

中
部

を
形

成
し

ま
す

・
地

球
規

模
の

環
境

問
題

へ
の

対
応

・
地

域
的

な
環

境
問

題
へ

の
対

応

・
自

然
や

歴
史

・
文

化
的

景
観

の
消

滅
・
阻

害
な

ど

へ
の

対
応

【 環 境 ・ 景 観 】

①
港

湾
・
空

港
の

機
能

を
強

化
し

、
世

界
的

に
優

れ
た

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を

形
成

し
ま

す

②
国

内
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

移
動

を
可

能
に

し
ま

す

③
陸

・
海

・
空

が
一

体
と

な
っ

た
高

度
な

物
流

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

ま
す

④
も

の
づ

く
り

に
不

可
欠

な
水

の
安

定
確

保
を

図
り

ま
す

人
口

減
少

下
に

お
い

て
も

、
日

本
が

国
際

的
に

も
産

業
競

争
力

を
高

め
、

日
本

を
リ

ー
ド

す
る

中
部

を
形

成
す

る
た

め
、

・も
の

づ
く

り
産

業
の

さ
ら

な
る

発
展

・優
れ

た
技

術
、

人
材

、
知

能
、

産
業

の
集

積

を
可

能
と

す
る

○
国

内
外

と
の

高
速

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
強

化
・
円

滑
化

さ
れ

た
地

域

○
国

際
的

な
交

通
基

盤
、

物
流

拠
点

、
生

産
・
研

究
基

盤
が

整
っ

た
地

域

○
生

産
活

動
に

欠
か

せ
な

い
水

を
安

定
し

て
供

給
で

き
る

地
域

を
目

指
し

ま
す

。
中

部
地

方
の

国
際

ゲ
ー

ト
を

代
表

す
る

名
古

屋
港

活
力

あ
る

中
部

人
口

減
少

下
で

も
、

も
の

づ
く
り

を
は

じ
め

、
国

際
的

に
強

い
産

業
競

争
力

あ
る

中
部

を
形

成
し

ま
す

・も
の

づ
く

り
産

業
の

さ
ら

な
る

発
展

・
優

れ
た

技
術

、
人

材
、

知
能

、
産

業
を

集
積

【 産 業 競 争 力 】

ま
ん

な
か

の
位

置
的

優
位

性
を

活
か

し
、

交
流

・
連

携
が

活
発

な
中

部
を

形
成

す
る

た
め

、

・
さ

ら
な

る
都

市
の

魅
力

向
上

と
、

地
域

間
格

差
の

是
正

・
国

内
外

の
交

流
拡

大
と

、
中

部
の

国
際

的
な

魅
力

向
上

を
可

能
と

す
る

○
国

内
外

と
の

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
強

化
・
円

滑
化

さ
れ

た
地

域

○
国

内
外

の
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

が
活

発
で

賑
わ

い
あ

る
地

域

○
地

域
資

源
を

活
か

し
た

魅
力

あ
る

、
各

地
域

の
自

立

を
目

指
し

ま
す

日
本

の
東

西
大

動
脈

が
集

中
す

る
静

岡
県

静
岡

市
清

水
区

由
比

①
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

を
拡

大
・
活

発
化

し
ま

す

②
社

会
基

盤
整

備
で

都
市

機
能

を
高

度
化

し
、

各
地

域
の

自
立

を
促

し
ま

す

③
中

山
間

地
や

農
山

漁
村

の
地

域
力

を
向

上
し

、
各

地
域

の
自

立
を

促
し

ま
す

④
独

自
の

地
域

資
源

を
活

用
し

、
観

光
な

ど
地

域
の

魅
力

を
向

上
し

ま
す

具
体

的
な

目
標

交
流

が
活

発
な

中
部

日
本

の
ま

ん
な

か
で

、
魅

力
が

あ
ふ

れ
、

賑
わ

い
と

活
気

あ
る

中
部

を
形

成
し

ま
す

・
国

内
外

の
交

流
拡

大
と

、
地

域
間

格
差

の
是

正

・
さ

ら
な

る
都

市
の

魅
力

向
上

・
産

業
観

光
な

ど
独

自
の

資
源

を
活

か
し

た
地

域

の
魅

力
向

上

目
指

す
べ

き
地

域
づ

く
り

の
方

向

【 交 流 ・ 連 携 】

1
0
～

2
0
年

後
を

見
据

え
た

政
策

体
系
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平
成

2
4
年

度
ま

で
の

重
点

戦
略

と
目

標

Ⅰ
．

も
の

づ
く
り

を
は

じ
め

国
際

的
に

強
い

産
業

競
争

力
あ

る
地

域
づ

く
り

Ⅱ
．

災
害

に
強

い
安

全
で

安
心

な
地

域
づ

く
り

Ⅲ
．

地
域

資
源

を
活

か
し

自
然

と
共

生
す

る
環

境
先

進
地

域
づ

く
り

Ⅳ
．

魅
力

あ
ふ

れ
賑

わ
い

と
活

気
あ

る
地

域
づ

く
り

Ⅴ
．

誰
も

が
活

き
活

き
と

快
適

に
暮

ら
せ

愛
着

が
も

て
る

地
域

づ
く
り

①
港
湾
・
空
港
の
機
能
を
強
化
し
、
世
界
的
に
優
れ
た
国
際
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す

②
国
内
交
通
網
の
強
化
で
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す

③
も
の
づ
く
り
に
不
可
欠
な
水
な
ど
の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す

①
洪
水
・
土
砂
災
害
・
高
潮
、
雪
害
な
ど
や
渇
水
に
強
い
地
域
を
構
築
し
ま
す

②
大
規
模
な
地
震
に
も
強
い
地
域
を
構
築
し
ま
す

③
災
害
で
も
寸
断
さ
れ
な
い
交
通
体
系
等
の
構
築
と
、
災
害
対
応
体
制
や
情
報
提
供
を
強
化
し
ま
す

④
既
存
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
機
能
を
持
続
さ
せ
ま
す

①
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
生
活
環
境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
支
援
し
ま
す

②
美
し
い
自
然
環
境
を
保
全
・
創
出
し
、
多
様
な
生
態
系
を
維
持
・
再
生
し
ま
す

③
健
全
な
水
循
環
系
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
環
境
を
創
出
し
ま
す

④
独
自
の
地
域
資
源
を
保
全
・
再
生
・
活
用
し
た
魅
力
あ
る
景
観
を
創
出
し
ま
す

①
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
を
拡
大
・
活
発
化
し
ま
す

②
都
市
機
能
の
高
度
化
と
と
も
に
、
中
山
間
地
・
農
山
漁
村
の
地
域
力
を
向
上
し
ま
す

③
独
自
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
観
光
な
ど
地
域
の
魅
力
を
向
上
し
ま
す

①
子
供
が
安
全
に
成
長
で
き
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
に
対
応
し
た
快
適
・
安
全
な
生
活
圏
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

②
安
全
で
住
み
や
す
い
居
住
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

③
誇
り
や
愛
着
を
持
て
る
協
働
・
参
加
型
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

地
域

経
済

の
活

況
化

に
向

け
た

「
ス

ピ
ー

ド
重

視
」
の

公
共

投
資

と
中

部
地

方
の

役
割

と
発

展
シ

ナ
リ

オ
を

踏
ま

え
た

「
選

択
と

集
中

」
に

よ
る

戦
略

を
立

案
し

、
中

部
地

方
の

強
み

を
活

か
し

弱
み

を
克

服
し

て
い

く
こ

と
に

注
力

す
る

。
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